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正解ｄ．　解説は12/27の記述を参照。
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call forth―phr. ～を生じさせる～
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ここのwillが直前で取り上げらている「一人称の未来」ではないことは明らか。ではその用法は？
alwaysがついていることから「未来」でないことは想像できる。これは、「〈習性, 習慣〉よく..する; ..するものだ」という使われ方。要チェック！

roba
ヒント・コメント
ここのEnglish-speaking peoplesとpeopleにsがついていることに注目。people自体も複数扱いで使うのですが、ここでsがついていることで、単に「人々」ではない。「民族」「国民」の意味であることに注意。
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ｄｉｆｔｉｎｇ awayと主文のdeveloped harmoniously togetherは逆。この点をとらえれば、b.ｉｎｓｔｅａｄ of。
口語でも、入試でもon top ofの「～に加えて、その上さらに、～のおまけに」の意味は必須。
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of＋名詞→形容詞。ここの使われ方のように限定的（後置修飾）でもof use=usefulのように叙述的な使われる。ともに必須事項。短い例文ではわかっても、文章で出てくると見抜けないことが多いので注意。
問われていはいないが、ブログでも指摘したように、
８）のところのof consequenceもこの使われ方：重要な、重大な。
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If it had not been for..., S might have pp ... という教科書例文にある「仮定法過去完了」。if節が、Had it not been... と倒置されている場合もある。しかも、以下のような場合は見落とすことが多い：
Many of them never would have gotten diplomas had it not been for the way he treated them. (New York Times, November 15, 2010)
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for as can be seen ... 関係代名詞asが見抜けるか？英語を読む場合には必須。もちろん、「関係代名詞」であるという認識がなくても、使われ方が経験的にわかっていればいいのですが・・・。
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tendencyに引きずられて、前置詞を選ぶと誤答になる。ここのtenndencyを修飾しているのは、以下のto不定詞以下。正解は、その意味上の主語であるEnglishにつく前置詞for。文法事項としては中学レベルだが、誤答や迷う場合もありうる。
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indicatesの主語の節を導く接続詞を選ぶ。
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of consequenceでは、一方の意味。つまり「結果、結論、結末、成り行き、帰結、因果関係」でないほうの意味。
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「似ている」が一つではない、という流れを考える。
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説明、解説と正解
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文法、語法の解説
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解答のためのヒント
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ｃを選んでしまうとここまでたどり着かない。似ているけれども、同じものではないので当然違いもあるわけで、ｃは選ばれない。初期には確かに独自の文学を持たなかったといわれるアメリカだが、それゆえにイギリス英語の影響を受けたのであって、「新しい言葉」などを作り出す強い傾向につながってはいない。正解はeとなるだろう。




